
茅ヶ崎市ジェンダー平等推進計画の進捗管理における関連事務事業評価シート（記入例） 資料２

基本目標３　あらゆる暴力の根絶

　　　目標７　暴力に関する相談がしやすい体制をつくる

 　　　　主な施策１　暴力の被害者が相談することのできる窓口の周知とともに、相談を担当する各部署で、ＤＶに関する内容があった場合には、連携した対応を行います。

 　　　　主な施策２　市だけでなく、県や警察など他の機関とも連携し、相談者の安心、安全を第一に考えた支援を行います。

主な
施策 担当課 事務事業名 事業概要 目標（数値） Ｒ６年度の取組 R6年度の実績（数値） 課題及び今後の方向性 備考

1 多様性社会推進課 女性相談事業

夫婦・家族・交際相手等の人間関
係や生活上の悩みの他、様々な困
難な問題を抱える女性に対しての
相談支援事業の実施

暴力を受けたときに相談
できる窓口（女性のための
相談室）の認知度40％
（～令和１２年度）
【茅ヶ崎市ジェンダー平等
推進計画】

　本相談室にて、電話相談（月～金曜日１０時～１６時）、面談相談（月～金曜日１０時～１
６時※第２・４水曜日１３時～１６時は除く）、法律相談（第２・４水曜日１３時～１６時）を
実施しています。
　悩みを抱える相談者が市役所の窓口を訪れた際に「女性のための相談室」に繋がれ
るよう関係課かいに対して、ＤＶや夫婦関係等様々な相談室があると周知しています。
また、相談室の周知啓発として、市役所１階のデジタルサイネージや男女共同参画週間
の際に「女性のための相談室」の紹介等を行いました。

・電話相談　○○○件
・面談相談　○○○件
・法律相談　○○件（○○％）※予約枠に対しての実施数
・女性のための相談室の認知度　○○.○％（令和６年度ジェンダー平等社会
におけるアンケート調査より）

【課題】
　女性のための相談室の認知率の向上及び相談体制の強化
【今後の方向性】
　女性のための相談室の認知度向上のため継続した広報を実
施します。また、女性のための相談室を通じて相談者が必要と
している行政サービス等に繋ぐことができる体制づくりに努
め、具体的な支援や公共サービスを提供する関係課かいとの
相互連携による横断的な相談体制づくりを目指します。

基本目標５　性別に関わりなくあらゆる分野に参画できるまちづくりの推進

　　　目標１２　地域、防災などの分野における女性の参画を促進する

 　　　　主な施策１　自治会役員や防災リーダーなどの地域における人材育成において、女性の参画を推進します。

 　　　　主な施策２　地域防災における女性の視点の災害対策について、その必要性について周知啓発事業に取り組みます。

主な
施策 担当課 事務事業名 事業概要 目標（数値） Ｒ６年度の取組 R6年度の実績（数値） 課題及び今後の方向性 備考

2 多様性社会推進課
女性の視点の災害対
策に関する周知啓発事
業

地域防災における女性の参画を
促進を目標とした周知啓発事業の
実施

数値目標は設けておりま
せん。

①講座「おうち食材で災害食料理～ローリングストック術を学ぼう～」の開催を通じ
て、地域の防災活動について興味を持っていただき、地域防災における女性の視点を
取り入れることの重要性を学び、地域防災への女性参画の促進を目指し講座を実施し
ました。また、防災対策課より、いざという時に用意しておくと役に立つ、防災備蓄や
防災用品等について案内しました。

②男女共同参画の視点から防災・復興ガイドラインに基づく見える化マップの更新を行
いました。

③男女共同参画の視点からの防災の現状・課題等を意識し、今後の災害に活かすた
め、県主催の防災研修に参加しました。

①事前申込は１６名（定員１６名）でありましたが、当日１名の欠席があり、１５
名（女性１５名、男性０名）での実施となりました。
　受講後にアンケートを実施（回収率１００％）、参加者の年代区分は、４０代３
名、５０代４名、６０代４名、７０代４名となり、いずれも茅ヶ崎市内在住の方で
ありました。また、講座の内容については、非常に満足と回答した方が１３
名、満足と回答した方が２名となりました。

②ガイドラインに基づく見える化マップの更新を１回行いました。

③本課の男女共同参画担当職員１名が参加し、地域防災へ男女共同参画の
視点を取り入れることの重要性を学びました。

【課題】
災害対策に女性の視点を入れる必要性の周知と地域防災へ
の女性参画の促進
【今後の方向性】
①地域防災への女性参画と聞くとハードルを高く感じる方が
多くいる点について、料理という身近なテーマを設定するこ
とで参加しやすい講座となったことから、次年度以降もテーマ
を工夫しながら講座や様々な周知啓発等の実施について検討
していきます。

②，③今後も継続した周知啓発活動及び市職員の知識の醸成
を図ります。

①参加申込締切直前の
申込状況が定員の半分
程でありましたが、市公
式ＬＩＮＥで告知をしたと
ころ、残りの枠が配信後
１時間以内に埋まりまし
た。


